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数学的に考える力の育成 

−５年「単位量あたりの大きさ」の指導を通して− 

１ 単元の目標 

  混みぐあいなどについて、その比べ方や表し方を考えたり説明したりすることを通して、単位量あ

たりの大きさを求めて比べることができるようにするとともに、生活や学習に活用しようとする態度

を養うことができるようにする。 

 

２ 単元を通して目指す児童 

  単元の第１時に、「一つの量に着目して数値化して比べる」という数学的な見方・考え方を働かせ

て、一つの量だけに着目したのでは比べることができず、単位となる数量が幾つ分あるかを数えると

いう測定の考えでも数値化することができない量がある場合を見いだし、「一つの量に着目して数値

化するだけでは比べることができない場合の比べ方について考えたい」と、日常の事象から解決した

いことを見付ける。さらに、第２時以降では、「二つの量が関わっているとき、その一方を揃えても

う一方の量で比べる」と解決した結果を統合し、日常生活や社会の事象に活用することができる児童 

 

３ 手立て 

手立て① 第１時に、数値化して比べたいという思いを児童がもてるような日常生活の場面を設定す

る。その際、条件不足の問題を提示し、「〇〇だけで決めていいよね」と断定的な発問を投げ

掛け、一つの量だけに着目して数値化して比べるだけでは、不都合が生じる経験をさせる。

そうすることで、「一つの量に着目して数値化するだけでは比べることができない場合の比

べ方について考えたい」と、この単元で解決したいことを見付けることができるようにする。 

手立て② 第２時以降、数学の事象について考える。解決過程を振り返る場面で、まず、「どうして、

〇〇のように考えたのですか、これまでの振り返りシートから考えよう」と投げ掛け、前時

までに働かせた数学的な見方・考え方を生かして、本時の問題の解決方法を考えていること

に気付かせる。次に、本時で働かせた数学的な見方・考え方について話し合ってまとめたも

のを、振り返りシートに記述させる。さらに、本時の振り返りシートと前時までの振り返り

シートを比べて共通点を見付ける活動を取り入れる。このような活動を毎時取り入れ、数学

的な見方・考え方を繰り返し働かせることで、「二つの量が関わっているとき、その一方を揃

えてもう一方の量で比べる」と解決した結果を統合することができるようにする。 

 

４ 検証方法 

手立て① 一つの量だけに着目して数値化して比べると不都合が生じる経験をさせることは、「一つ

の量に着目して数値化するだけでは比べることができない場合の比べ方について考えたい」

と、解決したいことを見付けることに有効であったか、ノートの記述から検証する。 

手立て② 振り返りシートの活用と比較を繰り返し行うことは、解決した結果を統合することに有効

であったかを、単元のまとめのノートの記述から検証する。 



５ 単元計画 

【第１時（導入）】手立て① 既習の知識で解決しようとすると不都合が生じる経験 

               

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第３時】手立て② 振り返りシートの活用 

問題 A、B２台のコピー機があります。Aのコピー機では、15分で270まいコピーできます。Bのコピー機では、６分で

120まいコピーできます。より速くコピーできるのは、どちらのコピー機ですか。 

A、Bそれぞれのコピー機の速さを計算させた後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第６時（終末）】 

 第１時と同じ問題を提示して 

 

 

 

 

 

振り返りシートを比べて、共通点を見付けよう。 

「１分あたり」で考えると Aは１８まいで、Bは

２０まいだから Bの方が速くコピーできる！ 

どうして、「１分あたり」で考えたのですか。 

単位量あたりの大きさを求めて比べることです。 

「１あたりを求めて比べる」考え方が似てる！ 

単元の初めにやったお店屋さ

んの問題を考え直したい！ 

A店は店員一人あたり４万円の売り上げ、B店は

店員一人あたり６万円の売り上げだから……。 

１時間あたりの売り上げでも

比べられるね！ 

５年３組の教室の人口密度も調べてみたい！ 

これまでの振り返りシートを見ると、いつでも

「単位量あたりの大きさ」で考えることが大切

だとわかるよ！ 

学区でがんばっているお店を考えましょう。 

              

    A           B           C  
 

比べるものがないと考えられないよ。一日に来るお客さんは何人ですか。 

一日のお客さんの数ですね。Aは 20人、Bは 80人、Cは 100人です。 

Cのお店が一番お客さんが来てるね。 

お客さんの数よりも、売り上げが大事だよ。一日の売り上げが知りたいな。 

ということは、一番頑張っているお店は、お客さんが一番来てる Cですね。 

でも、Cの方がお客さんは来ているよ。どのように比べるといいのかな……。 

一日で Aは２万円、Bは 10万円、Cは８万円の売り上げでした。 

Bのお店が一番売り上げているから、一番頑張っているお店は、Bだよ。 

前回、「１人あたり」や「１まいあたり」で比べたからです。 

今日の大切な考え方は何でしょうか。 


